
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

近
代
の

文
芸
雑
誌
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（資
料
紹
介
）
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）
近
代
詩
歌

　
ご
く
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
は
日
本
文
壇
の
転
形
期
で
あ

っ

た
。
詩
壇
で
も
前
衛
詩
の
運
動
が
起
こ
っ
た
り
、
詩
話
会
が
解
散
さ
れ
た
り

で
、
こ
の
年
代
は
多
端
の
時
期
で
あ
っ
た
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
雑
誌
の
興
亡

が
そ

こ
に
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
を
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
創
刊
号
の
目
次
を
紹
介
し
よ
う
。

幸
福

（詩
）

へ
っ

ぽ

こ
楽
隊
（
詩
）

駈
け
ぬ
け
た
涼
風
（
詩
）

訪
れ
て
く
る
春
（
詩
）

木

（詩
）

罪
な
桃
の
花
（
詩
）

角黄村神大中
田　井戸関西

竹　武雄五悟
夫滅生一郎堂

六一一〇三二

女
と
俺
（
詩
）

フ

ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム
詩
章
（
訳
詩
）

幻
夢
（
訳
詩
）

雪
ど
け
の
日
（
詩
）

巷
の
遠
景
他
一
篇
（
詩
）

鯉
他
一
篇
（
詩
）

郊
外
（
短
歌
）

温
室

（
短
歌
）

現
代
自
選
詩
集
合
評

詩
的
精
神
の
存
在

詩
壇
刺
あ
る
言
葉

詩
月
評

処
女
作
当
時
の
回
想
　
　
　
　
’
°

　
貧
し
い
貴
重

田
辺
　
若
男

前
田
鉄
之
助

宮
川
　
　
靖

宮
崎
紗
久
子

清
水

俊
雄

衡
　
　
　
泰

並

樹
秋
人

飯
島
　
　
貞

赤
松
月
船

大
埜
　
勇
次

渡
辺
　
　
渡

四七四二九八rOO九八七

井
上
　
康
文
　
一
八

●



恋
愛
を
讃
美
し
た

詩
人
日
記

　
暮
の
目
記

　
早
春
五
白

取
手
よ
り

床
柱
に
賃
れ
て

地
方
詩
壇

わ
が
代
表
作

正
富

注
洋
　
一
九

諸　飯大岡大
　　島関村関

　　　五二五
家　貞郎一郎

五三三三二二
二六三二五二

　
以
上
が

目
次
で
、
本
文
は
六
十
四
ペ
ー
ジ
、
奥
付
け
を
見
る
と
、
大
正
十
四

年
五
月
一
日
発
行
で
、
編
輯
兼
発
行
者
は
飯
島
貞
、
印
刷
者
は
内
藤
娠
策
、
発

行
所
と
し
て
は
自
由
詩
社
と
持
情
詩
社
と
の
二
つ
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　
巻
末
に

近
く
「
第
二
編
輯
卓
上
」
と
題
す
る
小
文
が
し
る
さ
れ
て
い
る
の
を

引
い
て
み
る
。

　
　

「
近
代
詩
歌
」
は
詩
歌
壇
の
衆
議
院
で
す
。
そ
こ
に
は
公
園
の
ベ
ン
チ
の

　
　
や
う
に
自
由
に
諸
君
の
た
め
に
座
席
が
用
意
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

　
　
　
こ
の
雑
誌
が
他
の
雑
誌
と
異
ふ
点
は
、
さ
う
し
た
意
味
で
の
根
本
精
神

　
　
の
上
の
新
味
と
と
も
に
読
者
諸
君
の
間
の
与
論
に
従
っ
て
べ
ど
し
ど
し
内

　
　
容
の
形
の
上
に
も
変
更
を
続
け
て
い
っ
て
、
絶
え
ず
澄
渕
た
る
共
同
の
機

　
　
関
と
し
た
い
と
心
掛
け
て
ゐ
る
点
で
す
。

　
　
　
詩
歌
が
だ
ん
だ
ん
熾
に

な
っ
て
、
普
遍
的
に
な
っ
て
来
て
、
民
衆
の
心

　
　
臓
の
中
に
浸
潤
し
て
ゆ
く
こ
と
は
実
に
愉
快
で
す
。
現
代
は
正
に
第
二
次

　
　
の

万
葉
時
代
で
す
。
か
う
し
た
時
代
に
生
れ
て
来
た
こ
と
は
、
我
々
の
ひ

　
　
と
し
く
悦
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
兎
に
角
「
近
代
詩
歌
」
が
こ
ん
な
に
祝
福
さ
れ
て
出
発
し
て
ゆ
く
こ
と

　
　
は

痛
快
で
す
。
（
B
生
）

　
こ
の
短
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
は
、
詩
人
歌
人
に
自
由
席
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
か
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
当
時
は
詩
話
会
が
存
在

し
、
詩
話
会
の
機
関
誌
「
日
本
詩
人
」
が
毎
月
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
「
日
本

詩
人
」
は
ど
ん
な
詩
人
の
作
を
も
た
や
す
く
の
せ
る
と
い
う
類
の
雑
誌
で
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
詩
話
会
は
当
時
の
詩
壇
で
の
強
力
な
存
在
で
あ
っ
た
だ

け
に
こ
れ
に
対
す
る
風
当
た
り
も
強
く
、
赤
松
月
船
は
「
詩
話
会
解
散
」
（
「
読

売
新
聞
」
一
九
二
四
・
一
〇
・
二
三
、
二
五
、
二
六
）
を
書
い
て
詩
話
会
を
攻

撃
し
た
。
月
船
は
「
詩
話
会
幹
部
た
る
川
路
、
福
田
、
白
鳥
、
佐
藤
の
跳
果

と
、
其
跳
梁
を
快
し
と
せ
ず
と
錐
も
敢
て
起
っ
て
難
詰
す
る
の
勇
を
欠
け
る
平

会
員
諸
君
の
ノ
ン
セ
ン
ス
」
を
指
摘
し
「
詩
話
会
は
俗
物
的
賎
民
的
思
想
の
一

大
象
徴
で
あ
る
」
と
し
て
「
詩
話
会
を
解
散
せ
よ
と
」
叫
ん
だ
の
で
あ
る
。
赤

松
月
船
の
攻
撃
を
受
け
て
詩
話
会
幹
部
の
川
路
柳
虹
が
「
詩
話
会
を
罵
る
人
達

へ
」

（
「
日
本
詩
人
」
一
九
二
四
・
一
二
）
を
書
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
さ
ら

に
赤
松
が

「
近
代
詩
歌
」
創
刊
号
に
「
詩
的
精
神
の
所
在
」
を
書
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
　
内
藤
娠
策
に
一
言
す
る
が
、
君
の
反
詩
話
会
の
運
動
が
、
詩
人
が
そ
れ

　
　
ぞ
れ
の
個
性
と
実
力
に
解
放
さ
れ
る
運
動
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
反
詩
話
会

　
　
の
詩
話
会
な

ぞ
は

聰
明
な
る
君
の
堪
へ
が
た
し
と
す
る
所
に
ち
が
い
あ
る

　
　
ま
い
。
つ
ま
り
君
の
言
葉
を
借
り
て
云
へ
ば
、
せ
い
ぜ
い
よ
り
少
し
赤
松

　
　
月
船
を
つ
く
る
こ
と
が
君
の
天
責
で
あ
ら
う
。
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へ

こ
の
一
節
を
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
内
藤
娠
策
は
詩
話
会
に
反
抗
す
る
心
を
持
っ

て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
「
近
代
詩
歌
」
の
詩
の
選
者
を
し
て
い
る
の
が
、

白
鳥
省
吾
、
佐
藤
惣
之
助
と
い
っ
た
詩
話
会
の
幹
部
で
あ
る
と
こ
ろ
か
見
る

と
、
こ
の
雑
誌
が
反
詩
話
会
を
旗
じ
る
し
に
か
か
げ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

「
近
代
詩
歌
」
は
以
後
月
刊
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
飯
島
貞
が
編
輯
兼
発
行
者

と
な
っ
て
い
る
の
は
第
三
号
ま
で
で
あ
る
。

　
　
第
一
巻
第
二
号
（
一
九
二
五
・
六
）
六
四
ペ
ー
ジ

　
　
第
一
巻
第
三
号
（
一
九
二
五
・
七
）
六
四
ペ
ー
ジ

ま
で
が
飯
島
の
編
輯
発
行
で
あ
る
が
、
印
刷
者
と
し
て
の
内
藤
娠
策
の
名
は
一

号
だ

け
で
消
え
て
い
る
。
二
号
と
三
号
の
印
刷
者
は
山
口
義
孝
と
な
っ
て
い

て
、
発
行
所
が
三
号
で
は
自
由
詩
社
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ

し
て

　
　
第
一
巻
第
四
号
（
一
九
二
五
・
八
）
五
六
ペ
ー
ジ

で

は
、
編
輯
兼
発
行
者
が
沖
田
滝
次
郎
と
な
り
、
印
刷
者
は
ひ
き
つ
づ
き
山
ロ

義
孝
、
発
行
所
が
近
代
詩
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
号
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
社

告
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
九
月
号
よ
り
詩
壇
諸
星
後
授
の
下
に
誌
面
を
刷
新
し
て
、
出
発
を
新
ら

　
　
し
く
す
る
。
実
跡
は
九
月
号
本
誌
に
就
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
其
前
提

　
　
と
し
て
今
日
か
ら
社
名
、
定
価
振
替
口
座
番
号
及
発
行
所
並
に
編
輯
部
の

　
　
場
所
を

左
記
の

や
う
に
変
更
し
た
。

　
　
　
東
京
市
小
石
川
区
戸
崎
町
七
十
二
番
地

　
　
　
　
近
　
　
代
　
　
詩
　
　
社

　
第
四
号
か
ら
、
沖
田
滝
次
郎
、
山
口
義
孝
、
近
代
詩
社
と
い
う
名
目
は
変
ら

ぬ
ま
ま
に
十
二
月
ま
で
続
く
。
そ
の
号
数
、
刊
行
年
間
、
ペ
ー
ジ
数
を
し
る
す

と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
二
五
・
九
）
五
六
ペ
ー
ジ

　
　
第
一
巻
第
六
号
（
一
九
二
五
・
一
〇
）
五
九
ペ
ー
ジ

　
　
第
一
巻
第
七
号
（
一
九
二
五
・
一
一
）
六
〇
ペ
ー
ジ

　
　
第
一
巻
第
八
号
（
一
九
二
五
・
一
二
）
六
〇
ペ
ー
ジ

　
第
二
巻
か
ら
は
、
印
刷
者
の
山
口
義
孝
の
か
わ
り
に
沖
田
実
の
名
が
登
場
す

る
。
そ
し
て
、

　
　
第
二
巻
第
一
号
（
一
九
二
六
二
）
六
一
ペ
ー
ジ

　
　
第
二
巻
第
二
号
（
一
九
二
六
・
二
）
五
八
ペ
ー
ジ

　
　
第
二
巻
第
三
号
（
一
九
二
六
・
三
）
六
〇
ペ
ー
ジ

　
　
第
二
巻
第
四
号
（
一
九
二
六
・
四
）
六
一
ペ
ー
ジ

と
続
く
。
ひ
き
つ
づ
き
、
一
九
二
六
年
五
月
に
第
二
巻
第
五
号
が
刊
行
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
未
見
で
あ
る
。
そ
し
て

　
　
第
二
巻
第
六
号
（
一
九
二
六
・
六
）
六
七
ペ
ー
ジ

と
な
る
が
、
こ
の
号
で
は
編
輯
者
が
陶
山
篤
太
郎
、
発
行
者
が
沖
田
滝
次
郎
と

な
っ
て
い
る
。

　

「
近
代
詩
歌
」
は
第
二
巻
第
六
号
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
日
本
詩
人
」

（
一
九
二
六
・
八
）
に
陶
山
篤
太
郎
は
「
「
近
代
詩
歌
』
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
、
僕
が
編
輯
を
担
当
す
る
や
う
に
な
っ
て
三
カ
月
の
短
期
で
、
経
済
上
の
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問
題
か
ら
近
代
詩
歌
が
休
刊
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
余
り
突
然
で
僕

　
　
も
一
驚
し
た
位
で
す
が
、
雑
誌
の
経
営
一
切
の
負
担
者
で
あ
る
沖
田
氏
の

　
　
都
合
で
あ
る
の
で
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
。
七
月
号
は
す
っ
か
り
編
輯

　
　
を
し
て
出
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
突
然
の
休
刊
は
、
原
稿
を
依

　
　
頼
し
た
諸
氏
に
対
し
て
大
変
失
礼
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
す
。

　
　
　
休
刊
の
理
由
が
明
白
に
経
済
上
の
問
題
な
の
で
、
再
刊
に
つ
い
て
は
僕

　
　
に

何
等
の
名
案
も
な
く
、
無
条
件
で
提
出
す
る
と
い
ふ
経
営
者
沖
田
氏
の

　
　
言
明
に
対
し
て
引
受
け
て
く
れ
る
出
版
者
で
も
な
い
か
ぎ
り
発
行
は
難
し

　
　
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
。

　
　
（
中
略
）

　
　
　
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
追
記
し
ま
す
が
、
僕
と
し
て
は
確
実
な
経
営

　
　
背
景
が
得
ら
れ
な
い
以
上
こ
の
雑
誌
の
編
輯
は
再
刊
に
な
っ
て
も
辞
し

　
　
て
、
食
ふ
道
を
探
し
て
当
分
勉
強
す
る
考
へ
で
す
。

　
　
　
以
上
、
こ
の
欄
に
ょ
っ
て
、
近
代
詩
歌
休
刊
の
真
相
の
一
部
を
発
表
し

　
．
て
寄
稿
家
各
位
へ
の
通
知
に
か
へ
ま
す
。

「
近
代

詩
歌
」
は
こ
う
し
て
、
経
営
上
の
問
題
か
ら
休
刊
の
や
む
な
き
に
至

り
、
そ
の
ま
ま
再
刊
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
太
平
洋
詩
人
」
（
一
九
二
六
・
九
）
の
「
編
輯
卓
上
」
で
渡
辺
渡
が
つ
ぎ

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
「
近
代
詩
歌
」
が
六
月
き
り
廃
刊
に
な
っ
た
こ
と
は
当
然
の
帰
趨
で
あ

　
　
る
。
詩
の
雑
誌
が
営
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
最
初
か
ら
判
っ
て

　
　
ゐ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
だ
特
殊
の
熱
情
に
よ
っ
て
の
み
や
う
や
く
成
り

　
　
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　

「
近
代
詩
歌
」
は
、
当
時
の
新
進
気
鋭
の
詩
人
の
詩
を
主
と
し
て
の
せ
て
い

る
。
白
鳥
省
吾
・
佐
藤
惣
之
助
・
萩
原
朔
太
郎
は
選
者
で
あ
っ
て
、
自
分
の
詩

を
の
せ
て
い
な
い
。
先
輩
格
の
詩
人
で
は
、
高
村
光
太
郎
・
野
口
米
次
郎
・
加

藤
介
春
・
百
田
宗
治
ら
が
少
数
の
詩
を
の
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
当
時
、
詩

話
会
編
の

年
刊
ア

ン

ソ
ロ
ジ
ー
『
日
本
詩
集
」
に
発
表
し
て
い
た
詩
人
の
中
で

は

新
進
の

尾
崎
喜
八
、
勝
承
夫
、
中
西
悟
堂
、
三
石
勝
五
郎
、
大
鹿
卓
、
平
木

二
六
、
八
木
重
吉
、
金
子
光
晴
、
内
野
健
児
、
相
川
俊
孝
ら
が
詩
を
寄
せ
、
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
系
の
小
野
十
三
郎
も
詩
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
草
野
心

平
、
北
川
冬
彦
、
上
田
敏
雄
、
高
橋
新
吉
も
詩
を
書
い
て
い
る
。

　
詩
論
で

は
、
前
に
述
べ
た
赤
松
月
船
の
「
詩
的
精
神
の
存
在
」
の
ほ
か
、
伊

福
部
隆
輝
の
「
現
代
詩
の
進
路
に
就
て
」
（
一
の
三
）
が
注
目
さ
れ
る
。
「
日
本

現
代
詩
は

行
き
詰
っ
て
ゐ
る
」
と
先
ず
警
告
し
、
「
詩
と
い
ふ
観
念
か
ら
逃
れ

よ
」
と
力
説
す
る
と
こ
ろ
に
、
筆
者
独
自
の
熱
意
が
こ
も
っ
て
い
る
。

　
詩
論
の
ほ
か
で
は
、
詩
集
評
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
蔵
原
伸
二
郎
の
「
猫
。
青

猫
。
萩
原
朔
太
郎
」
（
一
の
五
）
、
小
野
十
三
郎
の
「
「
白
痴
の
夢
』
『
夢
と
白
骨

と
の
接
吻
』
『
腕
の
欠
伸
』
批
評
」
（
一
の
七
）
は
と
も
に
、
評
論
の
域
を
こ
え

た

詩
的
文
章
で
あ
る
と
こ
ろ
に
味
わ
い
を
持
っ
て
い
る
。

　
一
九
二
四
年
、
一
九
二
五
年
の
こ
ろ
に
発
行
さ
れ
た
数
多
く
の
雑
誌
の
中

で
、
「
近
代
詩
歌
」
が
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
を
持
っ
て
い
た
か
を
決
め
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
。
あ
る
程
度
の
公
器
的
性
格
を
持
ち
、
新
進
詩
人
の
詩
業
を
つ
た

え
た
点
に
そ
の
特
色
が
見
ら
れ
よ
う
か
。
全
十
四
号
と
い
う
数
は
、
多
い
と
い

う
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
当
時
で
は
、
さ
ほ
ど
短
命
で
あ
っ
た
と
は
思
わ

れ

な
い
。
「
詩
壇
消
息
」
創
刊
号
（
一
九
二
七
・
一
）
に
の
せ
ら
れ
た
「
詩
壇
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消
息
」
の
欄
に

　
　
　
詩
話
会
が
解
散
し
た
。
「
近
代
詩
歌
」
が
ぶ
っ
潰
れ
た
。
「
日
本
詩
人
」

　
　
が
廃
刊
し
た
。
詩
壇
は
実
に
暗
憺
た
る
有
様
だ
。

と
し
る
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
近
代
詩
歌
」
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
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鶴
見
先
生
御
退
任

に
よ
せ
て

江
の
島
で
の
鶴
見
会

浦
　
野
　
政
　
江

　
私

は
一
回
卒
で
す
の
で
卒
業
後
四
年
半
に
な
り
ま
す
。
四
年
半
経
っ
た
現
在

で
も
鶴
見
先
生
と
は
、
年
一
回
の
鶴
見
会
と
称
す
る
会
で
お
会
い
で
き
ま
す
。

こ

の
鶴
見
会
と
申
し
ま
す
の
は
、
在
学
中
、
近
世
文
学
の
卒
論
を
選
ん
で
先
生

に
い

ろ
い
ろ
御
指
導
戴
い
た
者
達
と
、
先
生
を
中
心
と
し
て
の
十
五
、
六
人
の

会
な
の
で
す
。
今
年
は
七
月
に
開
か
れ
も
う
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
都
会
の

慌
し
さ
の
中
か
ら
少
し
離
れ
た
江
の
島
で
の
会
は
、
先
生
を
含
め
た
、
た
っ
た

五
人
の

集
り
で
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
る
の
は

私
一
人
。
あ
と
の
方
々
は
、
お
子
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
た
い
へ
ん
に
奥
様
ぷ
り

を

発
揮

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
も
こ
の
会
の
出
席

は
、
一
寸
躇
い
も
致
し
ま
し
た
が
、
先
生
の
事
を
考
え
ま
す
と
何
故
か
、
事
情

の

許
す
限

り
出
席
し
な
け
れ
ば
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
が
致
し
ま
し
た
。
先
生

は

た
い

へ
几
帳
面
な

方
な

の

で
す
。
は
る
ば
る
小
平
か
ら
二
時
間
半
も
か
け
て

出
席
し
て
下
さ
る
の
か
と
思
う
と
一
時
間
足
ら
ず
で
行
け
る
私
な
の
で
す
か
ら

出
席
せ
ざ
る
を
得
な
い
気
持
に
か
ら
れ
る
の
で
す
。
わ
ず
か
五
人
の
集
ま
り
で

し
た
が
年
一
回
の
会
だ
け
あ
っ
て
、
時
間
を
忘
れ
、
と
う
と
う
帰
り
の
ロ
マ
ン

ス

カ
ー
に
も
乗
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕
方
な
し
に
急
行
を
待
っ
て
い
る
江

の

島
の
ホ
ー
ム
で
先
生
が
私
に
、
「
少
し
お
肥
り
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
」
と

言
わ

れ
、
私
も
素
直
に
そ
う
な
の
で
す
と
答
え
ま
し
た
。
ど
な
た
に
お
会
い
し

て

も
そ
う
言
わ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
っ
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
昨
今
な
の
で

す
。
何
し
ろ
一
年
ぷ
り
に
先
生
に
お
会
い
し
た
の
で
す
か
ら
先
生
の
お
話
も
伺


